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日本の公衆衛生の動向は， 各項目あるいは各年令層毎に非常に良く検討されていて，具体的
なデータについては他国に誇ることの出来る程度にまで充実していると言われている。しかし
その中で従来から大学生年令グルーフの健康に関しては，比較的資料が少ないとされて来た。
これは問題点の多い年令期について先ず解明の手がのびたため，ややとりのこされた感が
あったとも考えられるが，近年は各大学とも保健管理センターを設置し，ここを拠点として学
生の健康管理を徹底する方向が固められ，それぞれ活発な活動が展開されるようになって来た。
特に昭和58年度に，保健管理センター設置の国立大学81校の内80校が参加し同ーの方法で基
本的な検診あるいは調査を行った結果を集計して，“学生の健康白書 1984”（国立大学保健管
理センタ一所長会議）として発刊されたが，これは現時点における日本の学生の健康状態に関
する全国的な実態調査，結果報告とも言うべきものであり，未だ未解決の問題ものこされてい
るが，非常な労作であると同時に比較的データの少なかったこの年令層の問題解明に大きな推
進力となった。
北海道女子短期大学においても，昭和51年保健センターを設置して以来，複雑多岐な学生の
健康問題ととりくんで来たが，何といってもその基礎は個々の学生の健康状態の把握にあるも
のと考えられる。本学では1年生に一定の健康診断項目を指定し，入学直前に各自が健康診断
をうけて，この結果を入学時に提出することを義務づけ，これを基礎資料としてその後の個人
指導を行っている。このことは親元をはなれて入学する学生も多いことから，入学時の健康状
態について家族も含めて知悉しておくことを期待して行っているものである。
2年生には新学期早々各教職員の協力を得て，一般的健康診断を行っている。 即ち胸部X線．
検査， 一般的内科検診，血圧測定，検尿，身体計測などの検査を行い， 必要に応じて更に精密
な検査を加えているが，この成績を 1年生時の諸資料とあわせて，その後の指導の基礎として
いる。 この2年生の健康診断に際し，後述する保健管理調査表を作成しア．ンケートによって事
前に各項目についてチェックをして提出させ，その後の個人指導に重要な資料として役立たせ
ている。
今回は，この保健管理調査書の過去5年間の成績を集計し，短大女子学生の健康状態及び学
生自信の健康意識についての調査結果を報告する。
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表1 保健管理調査書の様式
＠ 
~ 
中 ：保健管理調査からみた女子学生の健康動向
保健管理調査書
（北海道女子短期大学保健センター）
この調査は，みなさんの健康状態を知り， 定期の健康診断あるいは日常の健康相談，保健指導などをよ り
よく行うためのものです。秘密は守られますので，ありのままを記入しでください。
｜昭和 年度入学
科 名 科（ コー ス） 年 組 番
氏 名 昭和 年 月 日生
保護者
現住所 氏 名
電話（ f主 所 電話（
1 .既往症今までにかかった病気があればその主なものをOでかこんでください。
1 .心臓病 歳 6.結 核 歳 11. 起立性循環障害 歳
2 .リウマチ熱 歳 7.気管支ぜんそく 歳 12.虫垂炎の手術 歳
3 腎臓病 歳 8 耳 疾 患（ 歳 13.骨 折（部位 歳
4 肝臓病 歳 9.鼻 疾 患（ 歳 14. 手術をうけたことのある病気（ 歳
5 貧 血 歳 10.て んかん 歳 15.そ の ｛也（ 歳
2 .食物 ・薬などで「じんま疹J，「発疹」ができる人は，具体的に記入してください。
（ 3.健康状態 あなたの健康状態について あてはまるものの番号をOでかこんでください。
（とくにひどい項目にはOをつけてください。）
1 .夏でも手足が冷える I12. n；き気や曜吐しやす I22.みえlこ《A,・ 31. 歯の痛みがある
2 顔がのぼせやすい ｜ い I 23. 耳鳴りがする
3 ときどき頭痛がする I13. ときどき胃痛がある I24.耳のきこえが悪い
32. むし歯（ある，ない）
あるとすれば
4.疲やすい I 14. 便秘がちである I zs.自分の健康のことが （未処置 ・処置ずみ）
5 .立ち くらみ，めまい I15.あまり食欲がない ｜ 気になる 33. 性周期について
などがしやすい I 16.「かぜ」をひきやすい I26.いつもくよくよしゃ 初潮（歳 月）
6 .ちょっとの運動で動l17.「かぜ」をひくとなが！ すい 月経（順，不Ji頂）
惇息切れがする ｜ びく I 27. ちょっと したことで 月経痛（月経困難）
7.眠れないで困る 18.「かぜ」をひくとせき も気になる ｜ （ある ・ない）
8.朝のめざめが悪い
9 肩ゃ頚筋がこる
10. 関節（部位 ）が痛
む
がながびく
19. くしゃみ鼻みずの発
作がある
20. 昼間，尿の回数が多い
11 腹痛や下痢をしやすい I21. 目が疲れやすい
28.毎日くつろいだ余裕 I34.自己の健康上の弱点
がない ｜ 「
29. 感情を害 しやすい
30.いつも緊張していら
いらする
4.体育の実技 その他激しい運動を行うのに支障がある病気，身体上の障害があれば具体的に記入して
ください。
5 医師の所見・意見なと
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E 調査方法
毎年4月に実施される定期健康診断の中の内科検診をより効果的に，医師が限られた時間の
中で診察を進めていく上で，予診的意味もふくめて調査を行った。この調査書の様式は，表1
保健管理調査書の通りである。尚対象は 1年生とし，表2の通りである。調査は，学期末2月
初旬ー下旬にかけて実施した。なお，アンケー卜回収率は各年共100%であった。
表 2 各年度入学生
干斗別 服飾美術 工芸 美術 保健体育 初等教育 計
年度 （人） （人） （人） （人） （人）
56 304 95 260 134 793 
57 304 112 254 144 814 
58 318 101 252 142 813 
59 314 75 232 147 768 
60 305 68 241 148 762 
※経営情報学科は昭和62年度開設につきこの調査には入っていない。
学生数は、文部省学校基本調査票をもとに行っている。
E結果
1.既往歴
既往症について昭和56年一60年までの 5年間，調査した結果が表 3- 1である。全体的に貧
血，気管支ぜん息，耳疾患，虫垂炎，骨折が多くを占めているが，耳鼻疾患などは，小中高校
での健康診断時に医師より指摘されたものが多いと思われる。この中で特に気になるのは，貧
血と骨折の占める割合である。東京都予防医学協会による昭和61年度の調査では，貧血検査を
表 3 1 既往 歴
（昭和）（件）
j;Jg 名 56 57 58 59 60 計 % 
1 .心臓病 4 2 4 3 3 16 1.00 
2. リュウマチ熱 9 4 11 6 8 38 2.43 
3.腎臓病 10 10 16 14 5 55 3.52 
4.肝臓病 4 2 10 9 4 29 1.86 
5 .貧血 49 36 56 55 63 259 16.59 
6 結核 4 8 15 。 6 33 2.11 
7 気管支ぜん息 16 12 15 24 42 109 6.98 
8 耳疾患、 25 27 33 25 42 152 9.73 
9 鼻疾患 21 10 18 24 21 94 6.02 
10. てんかん 2 1 7 2 2 14 0.90 
11.起立性循環障害 。 2 。 2 3 7 0.45 
12.虫垂炎 45 56 32 51 32 216 13.83 
13.骨折 47 44 49 55 72 267 17.10 
14. そのf也 54 55 50 45 68 272 17.42 
計 290 269 316 315 371 1,561 100 
学 生 1人当たり 0.37 0.33 0.39 0.41 0.49 
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表3-2 既往歴その他の内訳
9丙 名 56 57 58 59 60 *l1'牛主主
感 染症
l 髄膜炎 2 1 1 1 5 
2 敗 血 症 1 1 
3 ジフアリア 3 3 
4 しょう車工費名 1 2 1 2 5 11 
神経・筋疾患、
1 .二角筋拘縮症 1 1 
2.多発性筋肉炎 1 1 
3 大腿四頭筋拘縮症 1 1 
4. 自律神経失調症 1 1 2 
5 .顔面神経麻 ひ 1 1 
呼吸器疾患
1 . 月市 炎 6 1 7 11 25 
2 気 管支炎 1 2 1 1 5 
3 . 』市サ イコイ ドーシス 1 1 
4.胸膜 炎 1 1 
5 .肋 膜炎 3 3 
6.胸郭出口症候群 1 1 
循環器疾忠
1 動脈管開存症 1 1 2 
消化器疾患
1 胃湯t f嘉 1 2 3 
2 十一指腸潰毒事 2 2 2 1 7 
3 .急 性 胃炎 2 2 
4.漬蕩性大腸 炎 2 2 
5. 月着 炎 1 1 
6.腸重積 1 1 1 1 4 
7.月号 閉塞（イレウス） 1 1 
8 大腸 炎 1 1 
9.幽 門閉鎖 1 1 2 
10.腹膜 炎 2 1 1 4 
1 1 胆 石症 1 1 2 
12.勝 臓 炎 3 1 1 3 8 
13 ヘ ル ニア 6 11 10 4 7 38 
腎 －泌尿器疾患
1 .勝 E光 炎 1 3 2 1 7 
2.尿路結石 1 1 1 3 
3.左腎欠損症 1 1 
血液 造血臓器疾患
1 .リ ンパ腺腫 2 2 
2.紫 斑 病 1 3 4 
内分泌疾患
1 甲状腺機能こう進症 2 1 1 4 
2 甲状腺機能低下症 1 1 
3 甲状腺麗軍事 2 2 3 7 
4.脳下垂体前菜機能低下症 1 1 
結合繊疾患
1 .全身｛全エリ トマトーァス 1 1 
2.関節リウ7 チ炎 1 2 3 
運動器疾患
1 脊柱側考症 2 5 5 3 15 
2 過労性骨障害 1 1 
3 腰椎分離症 1 1 
4 両ひざ関節靭帯炎 1 1 
5 余十 E頁 1 1 1 3 
6 アキレス腿断裂 1 2 1 3 1 8 
感覚器疾患
1 .へん桃腺肥大 13 7 4 7 4 25 
2. アテaノイド 7 1 3 4 7 22 
3 . $'-t 千見 1 2 1 2 6 
4 緑 内 F章 1 1 
5 声帯ポリ ープ 1 1 
女性器疾患
1 卵 巣 膿 腫 2 2 4 
2 芋Ln泉陸童サ嘉 1 1 
員十 68 45 50 55 54 272 
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受けた者のうち，男子では要医療者・要注意者の合計が1.58%，女子では5.20%と報告されて
いるが，アンケー卜の成績とはいいながらも本学での貧血の占める割合は16.6%となっており，
いかに貧血が若い女性に多いかがうかがえる。 一般に「貧血」といえば，先天的に造血機能の
異常や，感染症その他の病気から二次的に起こってくるものなどさまざまであるが，中でも一
番多いのが鉄欠乏性貧血といわれている。特に，中学生以降の身長の急激な伸びなどのため造
血機能が追いつかないことや，この年代特有のフロポーションを気にするあまり，まちがった
ダイエットや極端な食事制限などのため栄養不足が加わり，更に女子の場合，月経が加わるた
めに鉄不足はいっそう深刻なものとなり，今後の検討の余地が残っている。
骨折においては， 62年度学校保健・学校体育調査報告書によると学校管理下の災害では骨折
が1位であり，次いで捻挫，挫傷，打撲と報告されているが，本学における調査でも中学・高
校時が全体の80%を占めている。保健センターで学生と接していても，「っき指しました」といっ
て来室する 8害ljまでが，骨折であったというのが現状である。骨の強化には，運動・栄養の大
切さと共に予防対策として適度な日光浴も重要であることをあらためて考えさせられた。
既往歴の中で，その他の内訳を拾いあげてみたのが表3-2である。定期健康診断時に指摘
されたものと思われるが，病名を列記すると，「ヘルニア」，「へん桃腺肥大J，「肺炎J，「アデ
ノイド」の順となっているが，多種多様な病名が並び，今現在元気でいる学生をみると，本当
に「健康に勝るものはない」と実感させられる。
2.自覚症状調べ
調査票の中で31項目の自覚症状調査項目について，あてはまるものにO印をつけさせ，これ
を集計したが，その成績は表4- 1の通りである。 56年度～60年度までの 5ヶ年にわたって見
ると， 31項目の中で学生たちが訴える項目は，どの年度においてもほほ、同じ傾向を示している。
表4 2では，学科別項目別主訴率（過去5ヶ年間，上位20位）の分析表である。ここでも，
ある傾向がみえる。まず， 6.「少しの運動で動停息切れがする」では，各科に比べて体育コー
スの訴え率が極端に低い。 7. 「眠れないで因る」は，家庭科学コースが高くなっている。 14.
「便秘がちである」は，どの年度においても主訴率の高い項目であるが，各科別にみてみると，
服飾美術科は低率であるのに対して，養護教諭コースと初等教育学科の 2科で50%以上をしめ
ている。28. 「毎日くつろいだ余裕がないjという項目では，体育コースが高率をしめし，ど
の項目においても，余り高率をしめしていない工芸美術科では， 29. 「感情を害し易い」，30.
「いつも緊張していらいらする」という精神的な健康状態が，身体的な健康状態より主訴率が
高いのが特徴である。
ここで，無作為に267名を抽出して標本調査を行った結果，不定愁訴を訴えた者の個々にあ
げた項目の数は，次の通りである。自覚症状がOと答えた者は， 267名中20%，又， 1～4の
者が54%, 5 -9の者は24% , 10～15の者は 2%であった。この結果によれば，自分の体に全
く不安を感じていない者は，およそ 5人に 1人ということになり，程度の差こそあれ残りの 4
人が，何らかの自覚症状をかかえているということになる。 61年度の定期健康診断の結果と比
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表4-1 自覚症状調べ （5年間）
項 目 56年度 57年度 58年度 59年度 60年度 合5か年計 % 
1 .夏でも手足が冷える 73 79 61 85 80 378 10.5 
2.顔がのぼせやすい 78 64 40 59 87 328 9.1 
3 .ときどき頭痛がする 102 99 115 107 121 544 15.1 
4，疲れやすい 137 116 113 133 150 649 18.0 
5 立ちくらみ，めまいがする 151 133 156 167 200 807 22.3 
6.少しの運動で動き息切れがする 33 37 35 34 57 196 5.4 
7 眠れないで困る 22 26 17 14 25 104 2.9 
8.朝の目覚めが悪い 103 135 157 135 182 712 19.7 
9 肩や頚筋がこる 139 156 178 164 211 848 23.5 
10.関節が痛む 54 70 56 41 84 305 8.4 
11. 腹痛や下痢をしやすい 101 103 110 100 133 547 15.1 
12.吐き気やおう吐しやすい 15 14 13 10 27 79 2.2 
13.ときどき胃痛がある 116 118 118 102 126 580 16.0 
14.便秘がちである 149 164 160 187 175 835 23.1 
15.あまり食欲がない 4 7 8 3 8 30 0.8 
16.風邪をひきやすい 137 84 85 87 100 493 13.6 
17.風邪をひくとながびく 73 67 62 68 84 354 9.8 
18.風邪をひくと咳がながびく 26 30 26 30 29 141 3.9 
19. くしゃみ鼻水の発作がある 37 50 61 55 71 274 7.6 
20.畳間尿の回数が多い 14 18 15 23 17 87 2.4 
21.自が疲れやすい 179 177 178 169 181 884 24.5 
22.見えにくい 46 35 36 45 56 218 6.0 
23.耳鳴りがする 7 13 13 13 30 76 2.1 
24.耳の聞こえが悪い 15 19 20 17 41 112 3.1 
25目自分の健康のことが気になる 24 51 43 42 47 207 5.7 
26. いつもくよく よしやすい 21 15 29 26 33 124 3.4 
27.ささいなことが気になる 82 65 62 76 105 390 10.8 
28.毎日くつろいだ余裕がない 22 26 13 23 61 145 4.0 
29. 感情を害しやすい 16 9 23 18 38 104 2.9 
ぬ いつも緊張していらいらする 7 4 8 8 9 36 1.0 
31. 歯の痛みがある 23 28 28 31 55 165 4.6 
左ロ為 言十 698 685 755 738 738 3,614 100 
学生l人当たり （%） 0.88 0.84 0.93 0.96 0.97 0.91 
較してみると，有所見率は全体の 2%程度であることを考えると，どこといって異常はないが，
「貴方は健康ですか」 と聞かれると即答出来ないという様子が伺える。
表 4-3では，各年度における上位10位までの主訴率の高い項目であるが，どの年度をみて
も順位が多少入れかわっている程度である。学生自信が自分で気になる健康状態は， 5年間で
大きな変化はないとみてよいであろう。しかしながら，5年間の総計でみると，平均に主訴率
の高い項目は，「目が疲れやすいj，「肩や頚筋がこる」，「便秘がちである」， 「立ちくらみ」，「朝
の目覚めが悪いJの 5項目があげられる。
表 4-4では，表 4- 1に基づいて31項目の主訴状況を折れ線グラフをつかつて表してみた。
実数で表したので，必ずしも年度聞の高低は論じられないが，全体的傾向はうかがうことがで
きる。
表4-2 学科別項目別主訴率（過去5ヶ年， 上位20位）
｜図服飾美術
~工芸美術
1.夏でも手足が冷える
2.顔がのぼせやすい
3 ときどき頭痛がする
4.疲れやすい
8.朝のめざめが悪い
9. 肩や頚節がこる
10.関節か1高む
11. ド痢をしやすい
13. ときどき胃痛が有る
14.便秘がちである
16.かぜをひきやすい
21. 目が疲れやすい
2. みえにくい
0. 0 
25. 自分の健康のことが気院
になる 「
27. ちょっとしたことでも際投思
気になる 山一戸
28. 毎日〈つろいだ余裕が 1,
ない
20. 0 40. 0 
区~保健体育
陸盟初等教育
60. 0 
表4 3 自覚症状調査（各年度別順位）
5か年合計順位 年度 56 57 58 
1 .目が疲れやすい 1 1 
2 肩や首頚がこる 4 3 2 
3 1更秘がちである 3 2 3 
4 立ちくらみ 2 5 5 
5 朝の目覚めが悪い 8 4 4 
6 疲れやすい 5 7 8 
7 ときどき胃痛がある 7 6 6 
8.腹痛や下痢をしやすい 10 8 9 
9. ときどき頭痛がする 9 9 7 
10.風邪をひきやすい 6 10 10 
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どの年度をみても，主訴率の高い項目と低い項目が一目瞭然である。さらに，解答している
学生は， 5年間という幅があるにもかかわらず， また年々多少なりとも学生の気質に変化がみ
られるが，このように，ほとんど同じグラフを示すということは大変興味深いことである。そ
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自覚症状調べ表4-4
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ロ60年度回59年度図58年度・57年度｜図5年間合計図56年度
今後の学生の健康管理を行う上れと同時に，毎年度主訴率の高い項目が一致している点では，
で検討課題となるであろう。
ということを同一項目が5年間でどれくらい順位にばらつきがみられるか，表4-5では，
やはりみたグラフである。図のように，中央の横線が10位のラインである。こうしてみると，
どの年度においても上位に入っている項目は，ほぼ同じであるとみてよいだろう。それと同時
に，主訴率の低い項目も同様の傾向がみられる。
5年間の順位表4-5
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5年間の中で，上昇傾向を示している項目が何項目かみられる。2.「顔がのぼせやすい」，
22.「みえにくい」の 2項目は，若干の上昇であるが，ここで気になるのは，26. 「いつもくよ
くよしやすい」， 27.「ささいなことが気になる」，28. 「毎日くつろいだ余裕がないJ,29. 「感
情を害しやすい」の4項目である。この，4項目は他の身体的健康状態を対象としているのに
対して，精神的な健康状態の設問である。年々，就職や教員採用選考検査など，厳しさを目前
にしている学生達にとって，こうした精神的訴えを示すのは，ますます拍車のかかる就職難と
比例して増えていくのではないかと思われる。
3.性周期について
(1）初潮年令
表5一1 初潮年令（回答の有無）
年度｜ 56 I 57 I 58 I 59 I 60 I 計
l 対象者数｜対象者数 ｜対象者数！対象者数｜ 対象者数
793 814 813 768 762 3.950 
665 669 669 624 680 3,307 
回答あ り ーーー ・ー－－－ー ・ー・p・・－－ 4・－－－－－－ーーーーーー ---------------
(83.9%) (82.2%) (82.3%) (81.3%) (89.2%) (83.7%) 
128 145 144 144 82 643 
回答な し ーー －ー・－・ 4・ーー・ 4・．．．． －－－ －・・・－－－－－ー， ・・・ー－－－－－ー－－－－－－ ・，－－－－’F・．．．．．．． ・・ー．ー ・・－－－－－－－・．
(16.1%) (17.8%) (17.7%) (18.7%) (10.8%) (16.3%) 
この項目は，“性周期について”の設問である。 初めに，初潮年令の回答は表5-1で示し
た83.72 %の回答であり，又， 表 5 2の状況を分析すると56年度生一60年度生で見るかぎり，
表5-2 初潮年令
年令 年度 56 57 58 59 60 計
10歳以下 19 ( 2目86%) 28( 4.19%) 23( 3.44%) 14( 2.24%) 24( 3.53%) 108( 3.26%) 
11歳 132(19.85%) 119(17.79%) 115(17.19%) 125(20.03%) 118(17.35%) 609(18.41%) 
12歳 285 (42. 86%) 263(39.31%) 270 (40. 36%) 243(38.94%) 255(37.50%) 1, 316 (39. 79%) 
13歳 148(22.26%) 168(25.11%) 174(26.01%) 155(24.84%) 199(29.26%) 844 (25. 52%) 
14歳 61( 9.17%) 67(10.01%) 70 (10. 46%) 66(10.58%) 71 (10.44%) 335(10.13%) 
15歳以上 20( 3.00%) 24( 3.59%) 17( 2.54%) 21( 3.37%) 13( 1.91%) 95( 2.87%) 
合 計 665 669 669 624 680 3,307(100 %) 
表5-3 月経の順 ・不順
年度 ｜ 56 I 57 I 58 I 59 I 60 I 計
l 対象者数｜対象者数 ｜対象者数 ｜対象者数 ｜対象者数
793 814 813 768 762 3,950 
659 640 620 601 657 3,177 
回 答 あり --E・－－－－－－－－－・ 4・4・4・ー ・ー－－－－－－－－－－－－－－－ーー －ー－－－－・・・ー ．ー 4・..・・－－－ーーー ーーー ーー．
(83.1%) (78.6%) (76.3%) (78.3%) (86.2%) (80.4%) 
512 457 422 375 440 2,206 
！順 調 －－ ・－ー－－－・－－－－－－－ ，．ー－－－－－－ーーー
(62.40%) 
－・‘ ・ーーーー－－－－－－ー－－－
(77 .69%) (71.41 %) (68.06%) (66.97%) (69.43%) 
147 183 198 226 217 971 
不 順 －－－－自由ー ーーー・．．．．． ・．．．．．，．’・．．．．， ・ー4・ー・ー ・ー．．．．．・・ーー －－ー ーーー ーーーーー－－－－－・・・－－－－ ・－－
(22.31%) (28.59%) (31.94%) (37 .60%) (33.03%) (30.57%) 
134 174 193 167 105 773 
無 回 答 －－－－ －－ ・・ー ，，．，- E’E E，ーー ーー ，ー a，ー －－ ・－－’E・．ー．，．．．－・－－－－－ーー・－－・
(16.9%) (21.4%) (23.7%) (21.7%) (13.8%) (19.6%) 
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12歳と13歳が圧倒的に多く，これは日本女子大学保健センタ一報告2号による，1957-1959年
生まれの某都内女子大生2421名を調査 (1977）したときの平均初潮年令の12歳4ヶ月と，ほぼ
一致している。近年は初潮の早発傾向にあり，性教育を含めた初潮教育の時期の問題は今後の
詩ミ題となるであろう。
(2) 月経の順 ・不順
性周期の2つ目の項目では，月経が 「順調であるか，不順であるかJという設問である。「順
調である」という答えは，表 5- 3に示したように， 56年度の77.69%を最高に各年度共60%
前後である。しかし，「不順である」と答えている人が，年々増加の傾向にあるのが見うけら
れる。これは，体の状態によって左右されるのはもちろんであるが，精神面の影響もかなりあ
るのではないかと思われる。心身共に健康で、あってこそ，はじめて性周期も順調になるといえ
る。女性にとって，毎月の月経は「心身共に健康で、あるという証」といっても過言ではないだ
ろう。
(3) 月経時の障害の有無
性周期の最後の項目では，月経痛の有無についての設問である。ここでは，表5-4のとお
り77.5%の回答の中で障害ありと答えた者が57%，表5 5となっている。保健センターを訪
れる学生の中で，月経痛のために来室する学生はかなりの数であり，実際に静養室を利用する
のは，“月経痛又はそれに伴つての貧血” がほとんどである。
若い女性におこる月経痛は，子宮やその周囲の組織に病気といえる様な症状がないにもかか
わらず，月経時に苦痛を訴えるものである。特に10代から20代の初めにかけて，すなわち未婚
者によくみられる症状である。これは，医学的に「機能性月経困難症Jと呼ばれるもので， あ
まり心配する必要はないといわれている。 対症療法として健康な母性機能の現れであるという
基本的な考えの上に立って，正しい処置をすることにより月経時も快適な生活を過ごすことが
できるのではないかと考えられるため，保健センターでは，1 ）精神衛生，2）腰部 ・腹部を
あたためる， 3 ）よい生活習慣を身につける，4）バランスのとれた食事をする，5 ）姿勢を
表5-4 月経時の障害（回答の有無）
年度 ｜ 56 I 57 I 58 I 59 I 60 I 計
回答あり
回 答なし
年度
月経時の障害あり
ウ なし
言十
一常黒煮型一一L竺実煮繋一l.竺実煮竺＿J＿史実煮型.J万里煮型
793 I 814 I 813 I 768 I 762 I 3.950 
（芯ω｜計三弘－；－ －·~－＂＂（1rJ%-i-l石認ω｜一品；弘）－+ ぷr~）
c2l:J%-i---l----c2l：｛~ょ-i- －－~ －－－c2l:i%-i---l----c2l:lゐ5 · · －~ －－－｛ii:1°%－；－－－~ －－－（22：］~）
表5-5 月経時の障害の有無
56 57 58 59 60 言十
341 345 341 328 380 1, 735 (56. 68%) 
257 272 289 256 252 1, 326 (43. 32%) 
598 617 630 584 632 3,061(100 %) 
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ょくする， 6 ）薬をのむ，7）適度な運動と以上の事項を書いたパンフレットを配布して，指
導にあたっている。
U 考 察
1 ）アンケ 卜ー方式による個人の健康調査については，例えば，CMI ( Corneii Medical 
Index ）及び，その各種の変法などがあり，また心理スクリーニングテストには，MMPI 
( Minnesota Meatiphasic Personality Inveutry ）の550項目から，大学保健管理協会が日本
の大学生向きの項目を抽出し，MPIを創作，現在改版を重ねてA5に至っているものなど，
既存のテスト及び独自の変法が数多く存在している。
2）しかし，いまここで用いた保健管理調査票は，一般的健康診断時の予診的意味も含めて
の予備的調査で，比較的簡単で，しかも広範囲にわたる設問がなされているが，何を調査目的
の中心に置くかによって，この項目をどう選択するカ〉ということが，今後の研究諜題として残
されたように
3 ）今回の結果をカ〉えりみても，一生の聞で最も健康感が強いと思われる年代の女性と して
は，不定愁訴の数が予想以上に多かったが，この原因としては，
(1) 自分自身の健康に自信がない。
(2）反対に，健康に関して痛淳を感じたことがないので，健康かどうかの実感がない。
(3）心理的な要素として，無理にでもあてはまる項目をえらぶ。
以上のことが考えられる。
つまり，学生がきわめて簡単な気持ちで記入する場合と，深刻に考えてチェックして来る場
合とでは，全く結果がちがって来るであろう。これは，アンケー卜調査のさけられない問題点
であるが，答えの精度の統一性が今後の研究課題の一つであると思考する。
4）“あなたは健康か”と問われて，直ちに答えられる学生は少ない。それは，健康とは何か，
どのレベルのものを健康というかについて，統一された概念がないからである。 従って，この
例にみるように設問自体が十分に答えられる内容であるように，表現その他の検討を加えるこ
とが必要なものもあると考えられた。
5）現在の女子学生は，一般に考えられている以上に，保健衛生，特に自分の健康について
の理解が浅く，科学的正確性を欠いている傾向があると思われる。これは，健康の自己管理能
力の低さとも通ずるものがある。このことは，大学入学当初から計画的な健康教育のつみ上げ
プランが用意されていなければならないことを示唆しているものと考える。
V ま と め
1 ）保健管理調査表を試作し，これを 5年間にわたって短大1年生の女子学生について健康
診断時に記入をさせて，以後の保健指導に活用してみた経過と結果について報告した。
2）この種のアンケー 卜調査は，その目的によって内容がちがって来るが，今回の予備的調
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査をもとにして，今後更に方法等について検討を加えて行きたいと考える。
3 ）女子短大生の不定愁訴の多いことは，健康についての意識並ひ、に知識について，特に科
学的精度の低いことについて考えさせられる点が多く見出された。今後の大学における計画的
な健康教育の必要性を痛感したが，この実践について，さらに研究を進めて行きたいと考える。
この研究にあたって，御協力下さった渡辺 進教授，学生部，保健センターの関係者の方々
に感謝申し上げます。
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